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第 62 回地区別総代懇談会・第 31 回通常総代会における主

な質問と要望事項に対する回答と今後の対処方針について 
 

京都やましろ農業協同組合 

 

 2026 年６月 17 日から 19 日にかけて開催しました地区別総代懇談会および 6月 27 日に

開催しました通常総代会におきまして、総代各位からお寄せいただきました主なご質問・

要望事項の回答と今後の対処方針につきまして次のとおりご報告いたします。 

 

 
（１）営農指導について 

営農部に、京都府の元専門技術員を２名配置し、管内組合員の技術相談に対して、現

地訪問や電話での対応を行っております。また、組合員の相談に対応できる職員育成

のため研修カリキュラムを作成し職員教育も実施しているほか、支店には、農産物の

病害虫などをパソコンやタブレットなどで調べることが出来る「農業電子図書館」を

導入し活用しています。今後は、経営相談についても、関係機関や中小企業診断士と

も連携し対応を強化していきます。 

 

（２）水稲高温耐性品種対策について 

引き続き「ヒノヒカリ」に代わる高温耐性品種である「きぬむすめ」への品種切替を

推進していきます。 

また、農研機構が新たに育成した高温登熟性に優れた新品種「みなもさやか」につい

ても、㈱ジェイエイやましろファームに於いて試験栽培を予定しております。今後も

新たに育種される良食味の高温耐性品種を選定し、山城管内での適性などの試験栽培

を実施します。 

 

（３）「たけのこ」の取り組みについて 

 本年の筍市場は、出荷日量の減少等により例年より早い止市とさせていただきまし

た。 

裏年でも収穫量を増やせるように肥培管理の徹底などを呼びかけるため「京たけのこ

通信（2回）」の発信に取り組んでいます。 

「京たけのこ通信」は、京たけのこ部会員へのメール発信と支店窓口に備え置き、生

産者に情報を発信しています。 

 

（４）茶生産における補助事業のＪＡ支援について 

補助事業の採択については、行政対応となりますが、ＪＡとしましても補助金を活用 

いただけるよう行政と連携して支援させていただいております。 

 

（５）廃プラスチック回収について 

年２回の廃プラスチック回収については、産業廃棄物回収業者との日程調整が必要と

なりますが、回収量によって可能ですので、回収時期を支店と調整いたします。 

 

１ 農業振興の対応について 
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（６）健苗な水稲苗の提供について 

水稲苗の生産工程における育苗培土や籾の量などが均等に出来ているかを確認すると

ともに、栽培管理を徹底し健苗な苗の提供を確実なものとしてまいります。 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                            

 

（１）大型特殊免許講習会について 

  農耕トラクターの公道走行には大型特殊免許が必要となり、京都府警のご協力のも

と大型特殊免許講習会を実施しています。 

今年度は、12 月に予定しておりますので、参加される方は各支店にお申し出くださ

い。 

 

（２）農機メーカーの廃業について 

  三菱マヒンドラ農機の廃業に伴い、当ＪＡ管内の取扱事業者である農機店が撤退さ

れることを想定し、ＪＡの農機事業として受入対応等を準備してきましたが、当面営

業を継続されるという情報を得ております。状況を把握して、ご不便のないよう対応

してまいります。 

 

（３）ＪＡでんきの取り組みについて 

ＪＡでんきはご家庭で使われる電気代を少しでも抑えるための取り組みで、全 

農を電力供給事業者として３，０００軒以上の契約を目指して取り組んでいます。 

 

 

（１）貯金量について 

  個人貯金については、「金利のある世界」となり、他の金融機関との金利競争や、政

府の「貯蓄から投資へ」の資産形成促進を背景とした投資信託等への資産運用ニーズ

の多様化、更に、相続および終活等によって約 48 億円の流出がありました。また、公

金については各市町村の庁舎等の建替えなどにより、約 40 億円が流出しました。この

ことから 2026 年度の貯金の取り組みについては、特別金利の付与だけではなく、総合

事業を活かし組合員の皆様に魅力のある各種キャンペーンを企画して貯金増強運動を

展開してまいります。 

 2026 年度の重点取組み事項については、年金受給者や次世代とのつながりを深める

訪問活動を実施し、年金相談や相続相談、投資信託など資産運用を含めた相談機能を

強化し、金利競争に巻き込まれない顧客基盤を構築する取り組みを掲げております。 

 

 

（１）資産運用について 

資産運用について 2025 年度の預金利回りは 0.64％ですが、京都府信連の利回りは

0.825％と 0.375％の２段階で低位になっています。預かった貯金のうち 1/2 は京都府

２ 経済事業の対応について 

３ 信用事業について 

4  経営管理について 
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信連に預ける義務がありますが、2025 年度において、２年国債は 0.7％から 1.4％のク

ーポン収入がありましたので、預金利回り 0.375％の部分を運用利回りが高い国債へシ

フトし、自己資本比率を上昇（13.51%→13.95%）させて、健全化に努めました。 

また、有価証券運用については、金利上昇の影響を受けにくい元本保証の 2年国債を

中心に購入しており引き続き、安定した資金運用に取組みます。 

 

（２）特別損失について 

旧精華町支店を精華町保健センター等に賃貸していましたが、2026 年３月末をもっ

て契約終了となったことで、解体費用として減損損失を計上しました。また、宇治田

原町支店管内において、ガス庫の一部と重油基地を使用しなくなったため、土地の評

価額を見直し計上しました。それ以外は、不稼働資産等の固定資産評価額の低下によ

るものです。 

また、その他の特別損失が増加した内訳は、2025 年度は合併記念事業積立金 50,000

千円を取り崩し、組合員への感謝の意を込めて、さまざまな合併 30 周年記念事業に取

り組んだことによって 43,959 千円を計上しました。 

 

 

（１）受託管理事業と子会社の概要について 

 ①やわた流れ橋交流プラザ四季彩館 

       2024 年度から経営改善策として、銭湯事業と宿泊事業の赤字事業を休止すること

を八幡市と協議を行った結果、引き続き、指定管理業務を受託し、2024 年度から

向こう５年間にわたり現在の指定管理料となっています。 

2026 年度の運営は、八幡家や貸館業務の更なる売上向上や費用削減に取り組ん

でまいります。 

 

② 株式会社ジェイエイやましろファームの収支状況について 

当社の研修事業は、後継者育成のための「担い手養成実践農場」として、研修生

7 名を受け入れ、トマト養液栽培、九条ネギや万願寺とうがらしなどの栽培、さら

には、いちご観光農園などの研修事業を行い、その農産物の売上が売上収益として

計上されています。一方、売上原価は、生産資材費の他に研修生の人件費も計上し

ていますので赤字となっています。その対応として、京都府補助金である農林水産

業インキュベーションファーム事業や、国の雇用就農資金、さらには、ＪＡから後

継者育成として拠出するなどの対策を講じて、「担い手養成実践農場」としての後

継者育成に取り組んでいます。 

 

５ その他事業の対応について 


